
（単位：mm）

注）※印は破口部のため、計測不可能な箇所を示す。

・損傷配管である高圧第３(Ａ)給水加熱器ドレン配管の調節弁後直管部肉厚は、配管
　上方部に著しい減肉が見られ、破口部以外の最小肉厚部は、１.０mmであった。
　配管下方部については、必要最小肉厚以上の肉厚を有していた。

・なお、高圧第３(Ｂ)給水加熱器ドレン配管についてもＡ側同様、配管上方部が著し
　く減肉しており、最小肉厚部は、１.２mmであった。
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高圧第３(Ａ)給水加熱器ドレン配管損傷部肉厚測定結果
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